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輝くまち・高知の

卒
「まちフアン」誕生から1年が過ぎました。 番う・

応募した市民も、審査する運営委員も、初めての公開書査会。

半年たって、すでI三日に見える成果があがっていることiこ

驚いた中間発表会。

予想もしなかった台風によって延期Iこなった最終発表会。

そして…再び公開審査会を迎えました。

応募者にも運営委員にも余裕が感じられる2回目でした。

いろいろな視点でまちづくりに取り組むひとがいる。

そんなひととひとをつなぐ、紡ぐ、拓く。

心の中であたためていた形から、誰もが見える形へ。

ひと。の○○から、みんなの09曾

フアン博「降くまち.高知。’の姦し。

「まちフアン」はこれからも

そんなファンドを見守り続けます。
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2004年度

公益信託高知市まちづくりファンド 第2回公開審査

鵡

回書査
手前の書類審査Iこて

的成団体を選考し、

公開審査会の場で発表

日認諾介
助成対象となった団体に

よる事業内容の説明
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麗皿フレセンチーシヨ二
各応募団体が手業内容を模造紙

1枚に記載し、 3分以内でプレゼ

ンテーションを行った後、 3分

以内で質疑応答

公警備耗青郷布まちづくりファンド公細 日一次判断
各運営委貫が各応募手業Iこついて

それぞれ次の3段階の判断をする。

a)助成が必要だと考える

b)内容についてもう少し講を聞き、

判断したい

c)社会的に憲雲のある活動だが、
助成趣旨Iこはなじみにくいと
判断する

国質疑
一次判断でb) c)が多い事業への

質疑応答

回最終判断助成事業・金額の決定

各運営委員が6手業を選び、助成

対象として推薦する。結果、複数

の運営委員から推薦された事業が

助成先に決定。助成金顎は申請額

と同額で、減額はなし

グループ名 
活動金田内容を支持し、 活動企繭につ 

いてもう 助成が い 雷社会的に意義のある活 自動だが、助成提言には :なじみにくい 

今回の助成対簾として 中農額 助成額 
今回の助成が必要だと 少し鰹を轟き 惟簾する 
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〇割軍国日田

子育てを楽しくする
ための支援活動

田圃田山

育児サークル「トトロ」

子ともをどう育てたら良いか分からず、地域で

孤立しているお母さん方が現代は多くなってい

る。三豊地区にお母さんが安らげる場所、子ど

もが遊べる場所をつくi人 自信をもって子育て

してもらうための支援をしたい。子ともたちが

元気に生き生きと「みんなが住みたくなる高知」

を築いていけるようにしたい。

<運営委員> (玖波井)

子育て中はなかなか外に目が向きにくいが、母親

が-人で悩みを抱え込まないように、ストレス発

散の場をつくっている。また、よい情報を共有し、

地織を善き込んで「まうづくり」に-歩踏み出そ

うとしている。会費制の悪い面だけ考えず、 「会費

を払ってでも参加したい」魅力あるサークルにな

るよう頑張ってほしい。

易問題喜田

観光案内商店街

田圃J提案

カフェナビプロジェクト

観光客が休息をとるために利用する飲食店に

おいて観光案内を行い、地元の人と話せる機

会をつくIつたい.商店街の飲食店が案内所の

機能をもつことによiつ、観光客に対する意識

も高まり、リピーターの増加にもつながる。

地域社会と観光客とのコミュニケーションを

観光資源とし、観光容が安心して街を歩き、

高知の住民の温かさに触れることができるよ

うにしたい。

<運営委置> (藤塚〉

町を案内する際の市民と観光害とのコミュニケー

ションを大切にしてもらいたい。また、まうなか

にある隠れたお宝地図の作成や、観光客に接する

ときのお店の方のマニュアルつくIつもぜひ実現し

てほしい。

易綱田S漢菓

活動したい学生の
みんなとボランティ

アニーズのマッチ
ングをはかって、
げんきな衝こうち
のカになる!

こうら学生ボランティア「ボラの会」
ネットワーク

高知県内にはボランティアをしたい学生や、

ボランティアニーズをもつ団体、組織がたく

さんある。その架け構となるよう情報の収集、

提供を行いたい。またこういった仲介的役割

のほか、コーディネーションや学習イベント「こ

うち学生ボランティアキャンパス」の開催を

行っている。これからは学生会員をもっと増

やし、募集備報の窓口として拡大していくよ

う宣伝活動にも力を入れていきたい。

<運富委細> (海老塚)

ボランティア活動を志す学生さんたちに情報提供

とコーディネイトをしたい。それは若い人たちが

ボランティアに入っていくための珊境整備をする

ためにも意義ある取り組み。今後は単に人材源道

だけでなく、善い人たちのボランティア人口の拡

大がまちつくiつにつながるような視点で、活動が

拡がっていくことを期待している。

醒監器誌∴∵ ÷

高知市開発の祖、郷土「土佐」の

偉人として、現在の高知城に〇

番先にお城を建てたのか大高

坂松王丸。山内一畳築城以前の

古い歴史があることを知って

もらい、歴史と文化のまちづく

りを進めたい。今年も引き続き

策2回大高坂松王丸祭を開催す

るが、大高坂城展を行い、皆さん

が描いた大高坂のお城を見ても

らおうと思う。お持ち帰り頂く

お土産として、 「松王丸まんじゆう」

というものを作り、ぜひこれを

郷土のおまんじゅうとして、お

菓子屋さんで売り出してもらい

たい。今年は、家紋を抜いた横断

幕の立派なのぼりを作I)、立て

たいと考えている。

e8A

Q:イベント以外で他にどんなこ

とを考えているか?

A:社会科の教科書にも競ってい

るので、今年はチラシを各小学校

や中学校の子ともたちに罵れるよ

うにしたい。こういうことで少し

ずつ、松王丸が分かってもらえた

らいいと思う。普段の活動も地道

にやっていきたい。松王丸に賞す

る歴史の勉強会を開いたり、小学

校への出前機座もこれから考えて

いかなければならないと思っている。

いきいき百歳体操、健康相談と文化教室

はりまや楽舎

はi)まや町で昨年12月より、デ

イサービスセンターとグループ

ホームを営業。地域交流スぺ-

スとして皆さんに十分活用して

頂き、健康づくりの一種として、

4月より高知市保健所健康づくi)

課のご指導のもと、いきいき百歳

体操を実施、32回を迎えた。心身

全体の筋力アップを図Iつ、移動時

の転倒を予防するとともに、体操

前の鍬灸(しんさゆう〉マッサージ

師による健康相談を行うことによ

り、肉体的、精神的ストレスの緩和

も図られる。いきいき百歳体操は

週2回、無料で行っており、地域の

皆さんの体力の向上と、心身とも

に健康で安心なシルl(-ライフを

送れるようにする。

e8A

Q;まちづくりというのか少し分

かりにくいが、どこまでが営業で、

どこからがボランティアか?

▲:我々のコンセプトは介腰予断

ということで進んでいる。基本的

にi輝I用後、卒業していく形で‖高

齢者の方に頑張ってもらいたい。

事業との強み分けが見えにくいと

いうことだが、鍛灸(しんさゆう)

マッサージ師の契約の費用を少し

経費補助してもらいたいと思い申

請した。体操自体はボランティア

なので、地域の方に利用してもら

うこともできる。

3



大学でも地域貢献ができるの

ではないかということで、3年

前から少年・少女のサッカー教

室を開き、指導をしている。

ふれあいスポーツ広場では、障

害をもった人たちとスポーツを

通して触れ合い、まだ気付いて

いない可能性を引き出して、人

生に大きな希望をもってもらい、

自立支援を促したいと思う。

またスポーツはアスリートにし

かできないと思われがちなので、

その考えを排除させたい。障害

の有無に関係なく、-緒に、霊剣に、

思いきI)プレーできるスポーツ

を求めたい。

eaA

Q :単年慶地雷のような気がす

るが、その活動に対して協力体

制はあるか?

▲ :活動仲間はサッカー勧賞と

ゼミの生徒。教育学部の敦賀饗

成練程や、福祉に関して勉強し

ている人ばかり〇 二のふれあい

スポーツひろばの活動がうまく

いけば、将来的にも高知に残り、

活動を続けていきたい。知り合

いに知的陣害毒のサッカー日本

代表のコーチをしている方がい

るので、その方にあ電さして、

いろいろ蘭書してもらあうと鴨う.

RlnKは、ReI∂tlOn In Koohlの略。 「学

生エディターが発信!まちびと本」

Iま、高知発、学生が作るフリーペ

ーパー(発行予定〇年3回)で、街

のちょっと面白い情報や、野望に

燃えている人、あるいは人生の師

匠に出会えるような本を若者が作

るというもの。

フリーぺ-パーが、街と人との結

び目になり、若い人がやる気をも

って、夢をもって生きていく。そう

いうことで善吉の就職率の低下や、

退職率の高まり、フリーターの増

加という問題も解消されるのでは

ないがと考える。

e8A

Q :まちの元気な人を若者の目から

果て、フリーペーパーで情報発信す

るということと、まちづくりとは、

どういうつながりになるのか?

A :まちづくりは人づくりだと思う.

まちづくりの活動も、若者への浸透

.が少ない。学生も、学校の中で活動

をしたとしても、それがなかなか外

へ出ない。地域の人も同じような宕

動をしているのに、両方とも知らな

いという問題がある。まちで誰でも

取っていけるので、発見がある.い

ろんな人を知ることができる。まち

づくりにつなげるための若者づくり

さしたい。

4

高齢者が-日中テレビ漬けでい

る現状を放置しておくのは良く

ないと思い、地域の人による、地

域の高齢者の為の、地域のデイサ

ービスということで、町内会、ある

いは自治会、老人クラブ、地域の各

会で協力して行っている。

社会的な孤立感の解消や、心身の

機能低下を予防していきたい。月

替わりのイベントや教室をいろい

ろと計画しており、老人クラブを

中心にお知らせしている。また町

内全世帯に配布する広報紙も、年

1回発行している。

08A

Q:これまで費用面は、どうして

きたか?

▲ :介意センターさんに送迎用の

バスを協力してもらったり、後は

自分たちの持ち出し。

Q :今年度助成金が出ても、来年

度助成金が出なければ、また持ち

出しになるが、自己貫坦なしでや

っていけるような方法は考えてい

るか?

▲:入浴、もちつき、もち米代は、

鯵加春からはいただけない.ただ、

嘉論者に貫坦増になるようなこと

はやりたくないと願う.

ヽ●’ 、
・-

当環 を輝く未来にしたいというのが

竹と共に生きる。竹を敵にする

のではなく、友達としてとらえ、

活用する。その中から生きるこ

とを見いたし、地域の活性化を

図る。そして子ともたちの未来

私たちの願い。

地域の里山を住民の手で保全す

る活動を通じ、里山保全への関

心を高めるとともに、地域の大

人と子どもとの交流により、住

民相互の和と青少年の健全育成

を図りたい。秦山は高知市の星

山条例1号に指定され、その展

開過程で星山祭りが始まった。

そこで広く、里山の竹林、危険性、

環境保全を皆さんと共用し、竹

林を改善したいと思う。

eaA

Q :自立型のまちづくりで活動を道

めていると思うが、現実的に補助金

は必要か?

▲ :定例会は今月で100回程開いた.

これからも展開をしていくには、今

まで頂いている「森と鯨の基金」だ

けではどうしてもやっていけない。

私とものささやかな寄付も充ててい

るが、それでも足りない。どうして

も繕織して、去年以上に頑張りたい。

若い人に夢をつなぐためにぜひ、助

成を頂きたい。



土曜市は高知城からひらめ市

場の辺りで開催されているが、

店に面白い人がいるのに認知

度が低く、日曜市の縮小版とい

った印象で残念に思う。

土曜市の活性化を目標に、いろ

いろな種類の店を出し、結果的

に善吉を呼び込むようにしたい。

ニュー土曜市の構想として、①

店と客、客と客とのコミュニケ

ーションの場を設ける(り特産

品に加え、バラエティーに富ん

だ何でもありな市にする ③高

校生には社会勉強の場、大学生

には情報発信の場として位轟付け、

活気をもたせる ということを

考えている。

Q :四国にもいい嵩があると思うのに、

どうして関西の溝を見に行くことに

こだわっているのか?

▲ :特に関西にこだわっているわけ

謹言認諾詳言享窯
いところを参考にしていきたい.

Q :継続して実脆することについては、

は、どのように考えているのか?

▲ :裏技や他の大学に呼びかけて、

継続的に選書を続けていけるシステ

ムを作っていきたい.

初月地区は新興住宅団地。賃貸

マンションが増える中、小さな

子ともをもつ世帯数も多い。そ

の中で転勤族も多く、孤立しな

いよう情報収集や地域の人々

との関わりを求めている。-方

で昔から地域に定住している人々

も少なくない。3世代にわたる

地域ぐるみの温かい交流を大切

にし、将来を担う子ともたちを

育成して、町の活性化をはかり

たい。<みかづ・キッズ>は0歳

から就園前までの子とも同士・

保護吉同士の触れ合いの場。孤

立しがちな保育者の絆づくり、

助け合い、子どもの社会性の向上、

情報交換など、地域ぐるみの交

流を目指している。

eaA

Q :助成金だけでは継統しない.

今後の財源はどうするのか?

▲ :親子で活動するので、小さい

子連れでは活動閥も限られてくる。

この活動にiれlろいろな人の協力

が必要になる。今後は助成金に頼

らず、自立した活動も大事になる

と思う。私達の活動を知ってもらい、

リピーターを増やしていくために、

今回助成をお願いした。来年からiよ

は、いろんな人との交流と協力で

やっていきたい。

5

空洞化しつつある中心街を、店

と店、人と人との交流により「わ

が街」を見直し、その魅力を再

発見。地域への愛情が生まれ、

住み良い、働きやすい街へ変え

ていこうとする活動が生まれる。

その情報を全市に発信すること

によiつ、具体的な呼びかけがで

きるので、それがまた新たなイ

ベントの発生となる。地域の情

報や問題点を持ち寄って、討議

する場を作iつ、お互いの技術を

活用してイベントを企画してい

きたい。

またその為にも、是非「はりまや

新聞」発行の継続をしていきた

いと思う。

eaA

Q : 「はりまや新調」は最初手書さに

近くて、はりまや構商店街の温かさ

が伝わってきた。カラーでなくても、

コストを下げてやっていける方法は

あるのではないか?

▲:はりまや会でも、そういう意見

が出ていたので、 2色に戻してやっ

てみようと思う.まちづくりと新聞

の絡みiな はりまや商店街だけでは

なく、はりまや町全域に広げていき

たい.新聞は今後、 2色でいけるよ

うに努力するが、 3号だけ助けて頂

けたらありがたい.

「おいしい演劇のあるまちづく

り」を目指して2001年に発足。

構成メンバ-は、現在9カンパ

ニーで、高知の演劇文化の活性

化のために手をつなぐ若手で

構成されている。

私たちがやりたいことは、劇団

問の学習交流、学生演劇・高校演

劇の支援、市民と演劇を楽しみ

考えていくためのアフタートーク、

劇評ワークシートの速報、子と

もたちとのワークショップ。演

劇に関わる人々が様々な立場や

視点から互いに情報交換するこ

とによって、高知における芸術・

文化としての演劇をより豊かに

発展させ、また地域に貢献した

いと思う。

QaA

Q:ワークショップはどうしても持ち出

しが多くなる。演刷を通してコミュニケ

ーション能力が高まるという鰹を聞くが、

市や行敵にもちかけて必要性を提案して

はどうか?

▲ :さまざまな活動の中で、個人に負担

がかかりすぎている。まちのアーティス

トというのは人材だと思う。私たちはそ

の人村とまちとをコーディネートしたり、

つなぐ役割をし、 「芸術」、 「濃蘭」とい

う言葉でまちに篭りかけ、子ともたちを

育てていきたいという集まりになってい

る。また勉強もしていきたい。



設立から3年。昨年はエコ農園

が2カ所できた。これまで各種

セミナー、自主学習会の開催、

エコ農園づくりに取り組み、少

しずつ輪も広がりつつある。

今年度は、特に広報(会報とホー

ムぺ-ジ〉を充実させ、取材活動

による相互の情報交換、連携化

などの効果も期待したい。ホー

ムぺ-ジについては、15年度に

リニューアルしたが、なかなか

更新がされていないので、当会

から5名ほど有志を募り、専門

家に教えていただきながらやっ

ていこうと考えている。定期的

に更新したものを発信すること

により、結果的に会貝の増加に

つながると思う。

eaA

Q :ホームぺ-ジのことだけではなく、

昨年との関係や現在の状況などを説明

してもらいたい。

▲ :エコ簾田は進行形で進んでいる。

これまで2年間、当会が活動して、広

轍をあまり的櫨にやってこられなかった。

エコ簾田だけでなく、啓発的なことを

やっていきたい。生ゴミを分別して、

たい肥化を考えている。県内外の事例

などを取材し、ホームページに載せて

発信し、問い合わせにも対応していけ

るようにしたい.会報も入れて、エコ

農○の機子なども取り上げていきたい.

オープンになった商店街で、い

ろんな人が集まれば何かが生

まれる。Iよりまや橋商店街の歴

史を振り返ることにより、商店

街を身近に感じてもらい、コミ

ユニティ広場となるよう目指し

ていきたい。

今回のテーマとして、高校生の

時から約1.000枚の記録を残し

ている人がおiつ、それを活用して、

まちの活性化に利用できるので

はないがと、試みに40枚ぐらい、

商店街のアーケードの柱に張っ

てみた。すると結構そこから話

が弾んだり、広がりがあった。そ

れを本格的にやれば、もっと人

が集まiつ、いろいろな話が出る

のではないかと思う。

QaA

Q :発展性を考えると、例えば写

真の恒久展示をして更に生かすなど

はりまや橘というお宝とうまく結

び付け、本当のまちづくりに生か

していくような工夫があってもい

いと思うのだが、どうだろうか?

▲:恒久的なもの、そういうこと

も番えているが、お金をかけずに

効果をあげるということで、ロー

テク、ローコストでやりたい。軍

費提供署の精しを得たら、例えば

ホームページに画像を載せること

もできると思う.

6

「若者」、 「冬場の観光」、 「中心商

店街」の活性化を目指している。

若者の活性化Iま、ストリートダ

ンスを通じて、楽しみながらや

Iつたいことをきちんとやり、目

標をもって上を目指していきたい。

2月の観光開き後、3月にイベ

ントを開くことにより、冬場の

観光の活性化を図りたいと思う。

中心商店街の活性化としては、

街でのストリートダンスの練習

を通じて、中心商店街を利用す

るお客さまを増やしていきたい。

練習後も地域の美化に努めておIつ、

社会との関わiつとして、老人ホ

ームへの慰問を行っている。ま

た子ともたちとの関わりも深め

ていきたいと思う。

eaA

Q :練習する時間帯は寝間になると

思う。まちの中で練習するわけにも

いかないのではないか?

▲ :市内に、空きテナントが無いわ

けではないが、僕らだけでは、なか

なか貸してもらえない。そこで、窓

口をつくりたいと思う。例え(な 陣

害者に教えていくという取り組みも

やってみたいが、やはり若者ばかり

では他用されない。いろいろなワー

クショップを増やし、こういうこと

を通じて、もっと大きくしていきた

い.東和溝のものをつくりたい.

"ヽ一



①公開審査会を何で知りましたか。

○選書褒賞会からの案内(7)  ・新聞〈0)

"ホームページ(2) 緊最寄りのふれ軌lセンター(1)

鵜センターだより「えめぴぃOh!」 (2)

"最寄Iつの四国銀行支店〈0) 麟その他(14〉

その他●ゼミ・サークル(4〉 仕事関連(2)

知人・友人〈2) まきづくりファンド(1)

②公開の場で番董することについて、どう思いますか?

よいと思う(25) よくないと患う(0)

く多三よいと思う

○審査員以外の意見が聞ける

営運営委貝の見解も聞くことができ、団体の運営力も見ること
ができる

暮助成理由などが明確になる

"興味をもつ人が自由に参加でき、審査状況も知ることができる

営審査の透明性

"公平性が保たれる

○紙や企画だけでは、本物の中身はわからないので良い

"企画への理解が深まる

〇分かI)やすい

○他団体との交流が広がる

○他の団体の活動にも触れられる

○各団体の特徴が分かる

獲知らない人への周知ができる

○いろいろな団体の意見が聞ける

漢他の団体についての意見も聞け、参考になる

"無心さが直接伝わi)、好感がもてる

○納得できる

○-般参加害の質問や団体への応援ができる

易自分たちの考えを知ってもらえる

③今日の書査会について、どう思いますか?

よいと思う(21) よくないと思う(1)

多三よいと思う

○発表害、質問書の声を聞くことができる

喜助成理由などが明確になる

■今後の展開のアドバイスがあI)、良かった

○意見交換がしっかI)できていた

○審査の透明性

○公平性が保たれる

○企画への理蹄が深まる

〇分かI)やすい

職4項目に分けての審査が分かりやすかった

き子直接、応募香に質問ができ、紙面では分からないことが見え

て良い

鴨理解を深められる

おシールを貼って結果を出すところが分が)やすくて良かった

鴨皆が納得できている

職・プレゼンを聞くだけでも面白い

お、応暮した団体同士で応援するのか面白かった

蝉ドキド干した。テレビチャンピオンみたいだった

く多●よくないと思う

照「はじめの-歩」の1分は短く感じる

申プレゼンの時間がもう少しあってもいいかと思う

④あなたの年代をお競えください。

10禦代(0) 20撫代〈7) 30網代(8〉 40韓代(5)

50機代(4〉 60競代(0) 70轍代以上(1)

⑤嘗加されたあなたの立場をお競えください。

モ発表害(6) ぺ発表団体の-置(5)

看まきつくIつに関心のある一市民(7〉 漢行政職葵(3〉

漢書相葉・コンサルタント(0) 葛取 材(1) 魅その他(6)

_真土聖__多

く嘘 想〉

務最後の条件付き助成は良かった

寒これからの自分のやっていくことの参考になった

"顔見知I)同士は挨拶できたが、交流の少ないグループは淋しそ

うだった。交流会に期待したい

"皆さんが自分たちの活動に誇りをもって前向きに活動している
思いがよく伝わってきた

書取I)組み事例、思いが動けて、勉強になI)良かった

○地元のために頑張I)たいと思う

■いろいろな団体があって、どの団体も良いプレゼンテーションだっ

た

"地域の活性化にとても役立つので、いい事業だと思う

看助成金獲得を目指しているので皆の霊剣さがよく伝わる

○高知のまちで、いろいろな人がいろいろな思いで活動している
話が聞け、活力がわく

○公開発表の場をきっかけに、横につながっていく予感がする

○事業に対する思い入れは多く聞かれたか「まちづくI)」への患
い、展望、申請事業の関わりがあまり蘭かれず、残念だった

〈改基点〉

細(順延になった)第1団長終発表会を見てから、 (纂2回〉公開審

査会を見たかった

○もっと地域の補助を使えるのではないか。あまり横のつながり

がないように感じる

音響査結果の表の文字が小さくて分が)にくかった。もっと大き
な分かりやすい表を望む

"参加害も審査に何らかの形で参加できないだろうか(決定権の
ない審査のみでも可〉。もつと楽しくなると思う

○発表後、説明資料をパネルボードに張I)出したが、そのコーナー

に団体の人が付き、説明に応じてほしかった

萱もつと知られたら、たくさんの団体が応募するのではないか

看企画書の作り方云々の話があったか、様式自体に聞きたいこと
が盛り込まれていないのではないか。素人や学生さんでもプレ

ゼンがうまくできる手助けとなるものを作ってあげてはどうか

f÷申請様式やプレゼン項目として「まちづくりへの寄与方法、分野」、

「今後の展望」を入れてはどうか。一般参加者や参加できなかっ

た人が見ても分かI)やすい資料になると思う

事業期間が「H16,8. 1-H17.7.31」だが、実施時期はそれ

以前の取I)組みも書くようになっておi)、支出内訳にも実施時

期にリンクしているように見受けられる。 8月以前の経費は対

象外として確認しないのか

ぺプレゼンの方法をもつとうまくできるような企画の提示方法案
などもあれI丸1いと思う。そうすれば参加書、プレゼン側、竃

重賞にとって、実のある審査会になるだろう



準公開審査のフェアなところがすごくいい!

活発に自分の力で何かできることはないか、とい

う思いでやっている人が多いね

自分のやI)たいこと全てを時間内にまとめて言う

のは難しい-

〃発表では5分くらい語iつたい。審査ももっと時間

をかけてもらえると嬉しいな

"制限時間3分の発表のコツやヒントを敢えてへ

"大学生の活動が多くてびっくり!

"ファンドは公正、公平にチャンスを与えてもらえ
るいい制度だね

葛学生はお金がないので、何かをしたい時にこうい
うものがあると有り難いですね

〃発表する時、励ましていただいて、元気づけられた。

すごく緊張した

看子育て関係の事業が多いので、これが充実したら
高知ももっとよくなりそう

“発表が不慣れで、うまくみなさんに伝えられす、
とても残念

〃みなさんがまちづくIつを熱心に進めていこうとし

ていて、頼もしいな

第
二
回
公
開
審
査
会
を
終
え
て

運
営
委
貝
長
卯
月

盛
夫

(
早
稲
田
大
学
教
授
)

8

暮すこく勉強になった。今回の経験は今後、何かに活

かされる!

“他の団体の企画が聞け、いろんなアドバイスを受け

られて良かった

○いい機会を与えてもらって良かった。今後の活動も

頑張りたい

"こういう審査会、ファンドというのは非常にいい。

今後とも是非続けていってほしい

葛この企画自体が人と人、活力のある団体をつないで

いき、また新しいことが芽生える一歩になIつそう!

暮参加団体の発表はよく分かるところ、分かりにくい

ところ、いろいろあって参考になるね

"若い人のはきはきしたプレゼンテーションを聞けて、

すごく元気をもらえたよ

喜パネルの模造紙をみて内容がよく分かった。とても

綺麗♪

第
二
回
公
開
審
査
会
を
終
え
て
、
二
つ
感
想
を
述
べ

た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
、
「
継
続
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
昨
年
助
成

を
受
け
て
、
今
年
も
さ
ら
に
発
展
し
た
形
で
企
画
を
出

し
て
き
た
グ
ル
ー
プ
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん

「
ゆ
う
き
リ
サ
イ
ク
ル
」

の
よ
う
に
、

応
募
し
て
い
た
だ
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
展
開
の
形
が

我
々
に
う
ま
く
伝
わ
ら
ず
助
成
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
の
一
つ
の

目
標
に

「
発
展
性
、
継
続
性
」

を
掲
げ
て
い
る
の
で
、

一
年
間
助
成
を
受
け
て
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
り
、
解
散
し

て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
は
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
。
ま
あ

そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
展
開
が
な
か
な
か
見
え
な
い
こ
と
は
残
念
で
す
。
最

終
発
表
会
が
台
風
の
た
め
延
期
に
な
り
、
公
開
審
査
会

が
先
に
な
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、

も
う
助
成
金
が
必
要
な
い
よ
う
な
自
立
の
道
が
見
え
た

と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
こ
れ
は
大
変
素
晴
ら
し
い
。
い

ず
れ
に
し
て
も
活
動
に
際
し
て
は
、
三
年
ぐ
ら
い
の
中

期
計
画
を
立
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
「
一
年
目
は

こ
う
で
し
た
。
二
年
目
、
三
年
目
は
こ
ん
な
展
開
を
し

た
い
」

と
聞
き
ま
す
と
、
運
営
委
貝
は

「
助
成
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
今
年
助
成
を
受
け
た
グ

ル
ー
プ
は
、
来
年

「
今
年
は
こ
の
点
が
で
き
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
来
年
は
ぜ
ひ
や
り
た
い
」
、
あ
る
い
は

「
今

年
こ
こ
ま
で
で
き
た
け
ど
、
こ
れ
を
さ
ら
に
も
っ
と
や

り
た
い
」

と
い
う
よ
う
な
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

は
何
も

「
輪
を
広
げ
て
何
百
人
に
し
て
ほ
し
い
」

と
い

う
意
味
で
は
な
く
、
中
身
の
発
展
、
展
開
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
今
回
は
、
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い

う
印
象
が
一
つ
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
高
知
ら
し
さ
の
ひ
と
つ
な
の
か
な
」

と
思
い

ま
す
が
、
学
生
や
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
し
て
率
直

な
気
持
ち
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
を

大
人
、
あ
る
い
は
運
営
委
貝
は
本
当
に
い
い
形
で
応
援

し
な
か
ら
、
し
か
し

「
注
意
す
べ
き
点
も
あ
る
よ
。
こ

う
い
う
点
に
注
意
し
な
い
と
、
地
元
で
は
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
よ
」

と
い
う
よ
う
な
ノ
ウ
ハ
ウ
も
若
干
も
っ
て

い
る
わ
け
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
伝
え
し
た
い
。
そ
の
点

の
折
り
合
い
を
う
ま
く
つ
け
な
が
ら
、
も
し
う
ま
く
展

開
で
き
た
ら
、
こ
れ
は
高
知
の
も
の
す
ご
く
強
い
ま
ち

づ
く
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

他
の
地
域
で
は
ま
だ
ま
だ
見
ら
れ
な
い
し
、
東
京
で
は

全
然
な
い
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
高
知
の
大
事
な
個
性
か

も
し
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、

来
年
も
継
続
的
に
問
題
捉
起
し
て
頂
け
た
ら
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。

特
に

「
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
」

の
恒
川
さ
ん

は
、
将
来
の
自
分
の
こ
と
と
、
こ
の
フ
ァ
ン
ド
の
接
点

を
真
剣
に
考
え
て
い
て
、
僕
は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
を
頭
に
置
き
な
が
ら
、
一
生
懸
命
ま
ち
づ
く

り
、
並
び
に
個
人
的
な
生
き
方
を
決
め
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
わ
ず
か
な
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
け
れ
ど
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
交
流
と
学
習
の
場

に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動

に

「
面
白
い
な
」

と
思
っ
た
ら
参
加
し
て
み
る
と
か
、

あ
る
い
は

「
応
援
を
頴
み
た
い
な
」

と
い
う
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
、
個
人

的
な
知
り
合
い
に
も
な
っ
て
い
た
だ
い
て
、
高
知
の
ま

ち
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
頂
け
る
よ
う
に
期
待
を
し
て

お
り
ま
す
。
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纂1回大高投機王丸祭一高知両開発の祖-

「纂1回大高坂松王丸祭」実行委員会

約660年前、大高坂松王丸は現在の高知城がある場所に大高坂城

を築いた。歴史と文化の購るまちづくりへの貢献のため、松王丸

祭を開催。資料展示のほか、尺八、ギター、関大薮の演奏も行った。

松王丸の戦死後、大高坂神社を今の高知市役所の場所に建てたが、

第二次世界大戦で嬢失。顕彰の碑を市役所入り口の職から中央の

方に寄せていただく活動もした。

イベントの反応はどうだったか。社会科教育面で、今の

高知城は誰が造り、松王丸がどういう人物だった加湿
乱しないような教え方はあるか?

反応は「意外」、「知らなかった」というものが多く、皆さ

んに知らせていくということでは貢献した。第2回松王

丸祭Iな10月31日(日)高知市役所前の広場で行う。紙芝

居をつくる過程で、小学生が見ても分かるような形で、
工夫をしていきたい。

霞じこも弧lで、みんなで「調になって深そ

二言弓三

!!作ろう!! “手作りの作品展賀

つといの和あざみの

自身が障害をもち、社会的弱者が楽しく活動する場が地域の中で

非常に少ないと感じた。趣味を生かした作品展で友達やグループ

の輪ができることによiつ、閉じこもIフをなくし、地域の活性化も

「雷器莞嵩慧駕諾畿繋葦

テレビ尊の放映で非常iこ楽しく拝見した。ご自身の体験をも

とにされた活動に対し、非意に心強く思う。グループの中から

あがったいろいろな意見はまとめたか?

第2回に向けて、準備を進めている。

・今後、 10-15グループに呼びかけをする中で、グループのキ

‾マンになるような人とうまくかみ合えば活動も楽になるし、

広がI)も出てくるのではないかと思う。

・バリアフリーや、周i)のサポートの対策など、いろいろな八

〇ドルかあると思うがその意欲や官業力にiれlつも館心する。

引き統き、新しい展開を望む。

木の丸の里愛好会

韓諾…諾謹纂諾護憲
もみすIつをして苦労した。他に朝倉家の巨石古墳の作業、山道の

セメント打ちなどをして、 9月23日(木)の祝日には公園でイベン

トをする予定。助成により計画的にお金を使う勉強ができ、大変
あIつがたかった。

計画的にお金を使うことiまファンドの根幹に関わる意義。

どのような点が勉強になったか?

絶対要るものから順番に。お金の使い方も懐具合でやっ

ていく。主婦業以上に苦労したこともある。

・こういうところが高知市内に徐々に広がっていけIま

もっと花を通してのまうづくりが広がると思う。

櫓衝のまうづくり:.(拭け

あさひのわ

15町内会でアンケートの協力をしていただいたが、町内会は各町

内ごとの活動をしており、理解が得られなかったI)、総会時期が異

なる場合があって、回収に的2カ月かかった。町内会の会長や民生

委員などいろいろな人と知I)合うことができたが、町内会の会報

をうまく活用し、将来作る予定である「見やすい情報誌の基礎づく
り」をしている。

まちの〇人として見たまうつくiつと、こういう形で関わった
旭のまき、何か遭いは出てきたか?

旭のようは古川こもかかわらず、人面のつばか)が類いよう

に思った。旭町3丁目は高齢化が33.6%。活動しようと思って

もなかなか活動できず、善吉を捜すのに苦労する。

実際に困っている人がいても、なかなか椙駁できないことが

多い。そういった方のために、柑査結果が出た後の次のステッ
プを考えているか?

地域の、地域通貨を使ったボランティアを立ち上げたい。

また、ケアマネの裏門畑級と民面ボランティアの知臓を混ぜ、

高齢者をまうつく引こ生かす地域貴職を考えたい。

離乳食教室

「トマトの会」一食膏を考える地域活動栄義士の会-

まちづくiつは元気じゃないとできない。元気な子ともを育てたい

ということで、母親に喜ばれる離乳食教室を開催。参加者へのアン

ケートでiな「このような教室にまた参加したい」と100%の人が

答えた。助成金を頂まやiつたいことが決まっていたので、どうや

りくりするかが大変だった。募集や宣伝をするために、どういうと

ころへ行って、どういう人に、どうお願いしたらいいかなど、いろ

いろなことが勉強になった。

離乳食を勉強したいと思う人は限られていると思うが、
そういう人にうまく調練を伝える工夫や、活動を知らせ
る宣伝の方法はあるか?

5月に小学校就学前までに対象を広Iナおやつや食事に

関してのイベントをした。また幼椎田にも話しに行って

活動を広げている。さ伝iま、新聞掲載や、ポスターを貼る

ほか、「ボランティアで、こういう活動を広Iずたい」という

ことをきちんと話したので、協力していただけた。

●`●●●

・傍らで見ていても調座の回数が増え、さらに別の団体と ●●●●●

つながるなど、活動が広がっていく操子が見え、頼もしい。二二:::

料:享楽



葦葉栗こうち(公共掲示
‾.板)あなたの書き込み応緩

:t

します!
▲
葛
l
′

く 静ま悪罵動法人
ハート・リンク
コミュニティ

高知県の公共掲示板「ぶらつとこうち」の書き込みを支

援していくことによIつ、人々の情報発信力のお手伝い

をするというのか事業趣旨。当初の目的では、 I丁社会

で、情報技術を使う人と使えない人の情報格差をなく

したいということだった。その後、Webbg(ウェブログ)

という簡単なホームぺ-ジを作る技術に注目し、後半

はこちらの普及に努めた。いろいろなグループのまち

づくり活動や広がりに、このウェブログを活用しても

らう動きとなっている。

農具実機

日田ウェブロケを

団体Iよりまや標商店街の中のサロンと、喫茶「Ca徹しu峨

●●●●

●●●●

…●●

義雄::
●●●●●

●●●●●

iナん"き」にて、毎週金賞日、パソコンで手ほどきし

なからやっている。

その成果として、安田純平さんを呼ぶ現地報告会を

広報手段として、ウェブロケを活用して行った。こう

いった人と人をつなげることや、競演会を知らせて

いくことiなウェブログがあったからできたことと

思う。コストもソフトもいらない。インターネットに

つなぐ環境とパソコンとやる気があれiま1時間で

できる。

国国国
公田を拠点とした、

地域福祉活動の活性化を

目指して

国国i
平田団地公園愛護会

事業計画はすべて予定通I)消化し、目的を達成するこ

とができた。事業で実施しているイベントや祭りの行

事は、行事そのものを単なる目的として楽しむもので

はなく、「地域活動活性化」という最終目的を達成する

ための、ひとつの有効な、かつ大切な手段として捉えて

いる。そういう位露付け、存在価値の認識が精神的にも

強い支えとなi人自信をもって事業を椎進することが

できた。また、これらの事業椎進の過程で、住民の希薄

な連帯意識を強め、良好なコミュニケーションを図る

ことができた。

重職職嵐
㌦∴ 、告㍉∴高

田回議認諾黙諾認謹崇誅蒜
があったようだが?

団体謹話諜誓窪i諾嘉諾諾全
会の参加者、大人の参加者などを個別に回り、全教iこ

加入していただいて、資金も5倍となった。自治会に

も把握していただいて、全面的に支援してくれるとい

うことになiつ、資金も得ることができたので、今後は

自治会の会費でまかなっていこうと考えている。

工

.l

二二

」。よ

宮戸マ

高齢者の介腰予防・痴呆予

防の為の「いきいき生活と

ゆうゆう栗田」

国日田
NPO法人訪問理美容

ネットワークゆうゆう

高齢者や地域の人とのネットワークづくりを目的に始めた「ゆ

うゆう菜園」。良かったことは新会員が増え、会報誌を作るこ

とができたこと。四国銀行全店で配ってもらったiつ、老人福

祉施設での轄題づくりもできた。また、美容室でのカットの際、

お話して質同を得ることもできた。残念だったのIま、畑で種

をまく時、草を引く時、難も来てくれないこと。収穫時のよう

に家族全員で来てくれると嬉しい。「やってみせ、言って聞か

せて、させてみて、褒めてやらねは人は勤かじ」東郷平八郎さ

んの言葉を念頭に、今後は人づくりを課題としたい。

日国会葵の年齢掃は7
r臆高言’調醗

団体 会員が増えて18名となり、うち7名が65録以上。

日国禁露盤霊嵩蒜器諾諾
きできるよう継統していってほしい。

日田JAiこ作り方など動いたことIよあるか? 雪

団体
一番始めに掛け合った瓜実はJ A自体が貸し賃e_三

をやっている。種屋さんから個人的に教えていただき、圭

みんなで勉強会を開いた魚種境と時間的なことで

日田学校と-緒iこやることもできるのでIまないか?

団体 県にも何度か行き、了解聞lたたくが、答えが返って

こない。今年も虞張る。

モ
∵
,
㌦
か
幾
年
へ
時
的
強
臆
営
喜
田

大人の秘密基地「かぐや姫

を竹やぶの中に造iつ、 「触れ

した。地域との交流として、

が2回に分けて的100名、炭

布では、 「ご飯に入れて炊く

くとペットがいても家が全

今後Iな「この山には国づく

ひょんなことから-宮神社

という神話があるので、そ

したい。

章果実簾

田謹書集収益

団体詳記譲豊
田「かぐや姫のお宿」へ

団体 9月、10月ぐらいが、

日田鰯の管理、雛欝を・

団体誤諾器
みんながま具など香

り良いものにして婦

2月22日(日)、「地域に広

テーマに、追手前高等学校

252名の中、<第1部>さ

イド、<策2部>障害児の

知若草養護学校の家庭・学校・

人に発表して頂いた。また

風手鼻捕さんを迎えての「さ

の田辺鶴英さんの「介護講談」

楽しく聞けた」と好評を得た。

章具実録

日国風聖強堅華
‾この催しで、何か成■三

田体 裁遭関係にも後援し

亘 理i三行事聖ニー
芸術ホールに障書児

ため、保額吉の参虹

もの足りなく感じて

通学、学習協力のた

児の付き添いをして

ぼってやらない時に、

ランティアが指導を

たらしている。

衰
二、予

竃



国国
炭焼き情報ネット館

〇〇〇
高神炭焼塾

のお宿」完成後、ベランダ

合いベンチ」が好評を博

神田小学校の児童クラブ

焼き体験をした。炭の配

とおいしい」、「竹炭を轟

然臭くない」と好評だった。

Iつの神様が住んでいて、

の方に移っていかれた」

れを基にした里づくりを

ので、みんなと-緒に〇年

い.

行くのに、お細めの時事は

山は涼しいし、蚊もいない.

今後どのように考えている

つ構えており、連鰭がゐ

ので当面、修繕費はいらな

持ち寄った。次の収掌で、

きたい。

田国
設立10周年記念事業

「できる時に、できるこ

とを、無理せず、楽しく」

group.7

指定非営利活動法人

地域サポートの会
さわやか高知

げよう支えあいの輸」を

の芸術ホールで参加者
わやか高知の活動のスラ

子育てに焦点を当て、高

地域を結ぶ会の保護者6

<第3部>高知出身の春

わやか寄席」、女性講談師

は、「とても分かりやすく、

が、大変多い参加害だった.

累などあったか?

てもらっていたが、この目、

取材はゼロだった。また、

を連れてくるのは困重な

が少なく、自分としてIま、千二・

いる。この催しのお隣で、

めに、学校にいる間、教書

いるのだが、掃除を皆がさ

教員に代わって、うちのポ

するなど、教育的効果をも

;●

十千二悪号と平井雷大鹿。公
÷’開インタビュー「大人が羊蹄
●‾‾言 でありつづけることで子ともたちは

多くのことを学ぶ」

9印囲3

はっぴ一ねっと

子育て、教育、場づくりを中心に活動。橋本知事と教育

研究家の平井氏との講演会、公開インタビューを行った。

ビデオは的30本を実費購入してもらうことで、製作単

価を下げ、 15の公共施設に無料配布した。反省点として

は、他イベントの事前調査と、送迎手段を考えたチラシ

作iらまた教育委員会の後援があったので、学校での配

布をすれば良かっだ。ビデオの活用方法として、ビデオ

に出てきた話題r土佐の教育改革,について話し合う会

を開いたとの意見をもらった。月刊タブロイド紙には

3ページ掲載した。

ビデオ細身はどゐような職で惰った諭告響

団体器器二大さんの騒、会場からの質購喜

.田町墨絵諾芋点と、ネットワ‾ク化のよう

二・団体言葉霊器盤嘉詫器‡
を呼んで、お膳を動く会をコーディネートしたい。そ

の中でチラシを作れるようになったり、コーディネ

ートができる人が育てIれlいと思う。まちつくIつと

いう点で、そういう人の喜成を自分たちでやって撚

∴幸い・新霧認

地域の未利用地(議書書簡殺空地)

を活用した機能回復、バリアフ

リー、循原体験の三位一体豊田

墓儀事業

団回国
NPO法人

ゆうきリサイクル高知

生ゴミを堆肥にして畑に返す運動をしている。高知市

池にある障害者施設「アドレス高知」の土地約200壷を

お借I)しての畑づくりと野菜づくり、施設の障害者の

機能回復、循環系を循環させるのか目的。実施の効果と

して、25名ほどが集まIつ、園芸療法の研修会を行った。

残念だったのは、車いすで入れる畑になっていなかっ

たので、障害者が参加できなかったこと。また、施設で

の循環系がうまくいっていない。地元の2つの小学校

でニュースを配布し、何人かの家族が来られたが、発行

回数が少なかったと思う。

田豊駕誓使途が軽トラだったと思う壷
団体 2つの農園の運営に役立っておIつ、農機具、有機農場

の運搬のため、有効に使っている。保険、税金など大

変だが、平成14、15年と、土佐市から100万円ずつ妻

託事業を請けている。それを非営利の方に回し、人件

費は提供という形をとって運営している。

竃

考えていきたい。

田国国
ホタルが飛ぶ

蛍橘をめざして!

本宮川の水辺と蛍の会

サティの駐車場の掲示板はよく見える場所にあIつ、俳

句やさまざまな活動の掲示をしている。 2月29日(日)

には本官川の-斉清掃をし、ホタルの様子を撮影した。

水車は6月1日(火〉に地元の大工さんがボランティア

で建ててくれ、コトコト動いている。6月6日(日)にホ

タル祭りをサティの駐車場で行ったが、ポスターは国

際デザインカレッジの学生さんが作ってくれた。この

ホタルの活動は、旭の-種のお祭りとして定義しつつ

ある。いろいろな人たちが参加し、輪が広がっている。

管竃具実録

ナノ′ 、「」 、 ・ , ・、二幸÷,言棄霊

日田ホタルの撫子はどうだったか?

団体
雨だったがホタルは飛んで、大変きれいだった。 100

匹飛ばしたが、 5月20日ぐらいから6月の半ばぐら

いまで飛んでいた。近所の人たちがすごく楽しんで

おI)、ホタル祭りの日は感動的だった。

日田課業発露器嘉窪ま轄護

国田来年ホタルが飛ぶ時期にIまマスコミIこ連縮し、知ら
せてほしい.市内の身近なところで、ホタルが見られ

るということiま、もうないことなので.

韓三
回国国
YAブックガイド

『よんどく!?き増補改訂版

9印囲9

まちづぐ)指定非営利活動法人

案細 高知こどもの図書館

助成金は印刷費として支払い、 5月末に完売した本の

売り上げにより、残金の支払いも終えることができた。

まちづくIつは人をつくるところから始まる。自分を表

現するカやコミュニケーションを図るカ、そのための

言葉を育むためのひとつの方法として本がある。本に

いろいろな形で親しむことで、中学、高校生たちにも面

白い本があることを知らせ、そこから自分の感性を育

ててもらい、ゆくゆくは自分の住む環境のことを考え

るようになってほしい。その最初の小さな種として、こ

のブックガイドを作った。

農具実機手

∴雷∴言で・ 言、:○・■

弓、

田徐々に輸翻っているよう嬉しし直復元寛-章子

団体 開館までの流れと、その後5年間の活動を1冊の本

にまとめ、来年5月から7月の闇に出刊する予定。

日田購入iこ関する営業努力の軌跡のようなものiまあるか?

団体
どこに行く時にもiよんとく!?,を持って行く。大変

好評で「また買いたい」という人も増え、出版社に版

権を売って、広くみんなが買えるようにしてはしい

との要望もあった。口コミはすごい。初版を中学校、

高校に無料配布したという捨て身の戦法が、次の

440部の営業につながった。
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①当ファンドの助成金を受けて
よかった点は何ですか?

〃会の目的である事業ができた

ON⊃○団体として何か催しをする場合の講師料を、いつも低

額に抑えなければならなかったが、一応の経費をお払いす

ることができ、ありがたかった

0 15年度は助成金以外には主な資金がなかったので 助成

金を資金源として、一般の会費制による会費を募ったとこ

ろ、全貝がこれに応じてくれた

看安心盛と責任感ができたこと。名もなく、力もなく、経験

もなかったので、ファンドの名が使えることは安心感を得

られた。責任態はお金を頂いているので、でたらめなこと

はできないという気持ちであった

○活動拠点ができて、活動内容や事業が広がり、交流・ネッ

トワークが可能となった

〇人と交流しなければならないことが、自分の弱点を強くで

きる。限られた期間中に目標を達成する。成果を出す。大

変なことだが、立場が違っても、みんな頑張っていること

が勇気となる

1いろいろなまちづくりの型があることを知ることができて

良かった。自分たちのやりたいことを見直し、まとめる機

会となった

○資金がなくても「手づくり作品展は開催できるだろう」と

考えていた。でも、準備していて少しは必要ということが

判明し、 「タイミングよく」当ファンドの資料が手に入り、

本当に助かった

O 「はじめの一歩」だったので、何も分からない時点から始

まり、どのようにしたら自分たちの活動ができるかという

ことが分かり、良かった

②公開番査会で工夫したらよい点について、

ご提案がありましたらご記入下さい。

○初めて参加したが、公開というのはとてもいいと思った

○発表者にはずいぶん年齢差がある。 3分のプレゼンは厳しい。

ハンディーがほしいところ。もし3分間のプレゼンで全体

の1 /3くらいしか発表できなかった場合、大事なところ

は発表せずに終わる。形式すぎると思う

○審査基準が分かりにくい所があり、活動経費を考える時に

具体的な項目が分からなくて悩んだ

○公開にしない方が良いのではないかと思う。採点方法は良

いと思う

○たった3分だが、ものすごくドキドキする。ドキドキしな

いで済む方法は?あと1分とか、 2〇秒とかのプラカードは

何とかならないだろうか?

③中間・最終発表会で工夫したらよい点について、

ご提案がありましたらご記入下さい。

○質問、意見の時間をもう少し長くしてほしい

○もっと広い会場で一般参加者が出席しやすい環境を作って、

中間発表も合わせて、会貝作りへのP Rになれば良いと思う。

運営は大変

④2回目のファンドへの応募はされましたか?

①2回目も応募している → 0

(∋2回目は応募していない → 8

<応募しなかった理由>

02回目応募できるとは思わなかった。 2回も応募するのは、

おこがましいと思った

〇第2回..手づくり作品展’’は初心に戻り、何とか自分たち

の手で、本当の意味での手づくり、そして手探りで、でき

るところまでやろう。そして纂3回に向けてのスタートと

して、初心に戻ろうと思った

○また今後、応募できるような活動をしていきたいと思う

○できるだけ多くの団体が、助成を受けることができるよう

にしてほしい

01回目の活動から得たことを実行するためには、もう少し

基礎作りが必要(例えば、どこに誰が住んでいるのか、と

いう住民マップを作ることなど)

○まず1回目をキチンと終了しなかったので、来年応募の予

定

○○応期間内に応募はしたが、籍局取り下げた。その理由は

第1回公開審査会の時、最後の補足説明で、ようやく4票

を得て、何とか合格にすべり込んだ苦い経験がある。更に

委員長、副委貝長の信頼がないのに、第2回へ応募しても

合格は困難だと思った。なぜ幹部の信頼が得られないか。

賀部の中傷妨害が働き、それが取り上げられた詰果?と思

う

⑤その他ご自由に、お気付きのことがあり暮したら

こ記入下さい。

○スタッフの方が軽々と動いて、さわやかな会合ができていた。

慰謝

○各発表会はそれなりの必要性もあり、 NPO側にとっても他

団体の活動を知る良い機会にもなっているが、日々の活動

が忙しい団体にとって、 3回はしんどい

○お陰様でこの1年間充実した行動がとれた。期間中は、言

われなき中傷妨害を受け、会の幹部さえ志気が落ち、事業

参加すら住ならぬ事態もあったか、翌年8月のイベントに

は延べ13〇人の児童父兄等が参加し、自治会幹部から「大

盛況で良かったですね」と励ましの言葉をもらった

●●●●



2003年度公益信託高知市まちづくりファンド

第1回最終発表会アンケート結果

’怒潤惑溺

①最終発表会を何で知りましたか?

運営委貴会からの案内(9) 新聞(0)

ホームページ(0) 知人からの口コミ(1)

センターだより「えぬぴぃOhリ(2)

その他(4)→<発表者(1)・無回答(3)>

②期待度を100%とすると、

今日の満足度は何パーセントでしたか?

100%(4) 88へ90%(2) 80%(6)

60へ70%(2) 無回答(2)

S細かい気配りと洗練された運営ぶりに拍手

〇両にも負けず、よくやったと思っている。その割に痩せる

ことはなかった

○活動を通じて、それぞれのグループが育っていることが伝

わってきた

○公開審査会を見て、今回の最終報告会に参加した関係で、

各団体の成果がとてもよく見えたことが良かった。席の配

列(委貝、一般、発表者が-緒)も良かった

営他団体の発表から、今後の参考になることがたくさんあった

〇滴足しているが、幅広い団体の発表なので 十分には意見

交流ができなかった

S発表前は(他団体の)発表内容が耳に入らないので、ゆと

りをもって聞きたかった

○一般の人にもう少しアピールして、人数がもっと増えると

良い

03分間にまとめる工夫が良かった

○まちづくりにつながっているところもあるが、あまり拡が

りが感じられないところもあった

○会場でインターネットが使用できないために、きちんとし

た発表ができなかった

○もう少し時間が欲しい(せめて5分)

勧回答轍:16人離日:2調年8月等鼻_(

③参加されたあなたのお立場を数えて下さい。

発表者(8) 発表団体の一貝(4)

まちづくりに関心のある一市民(3) 行政職貝(0)

専門家・コンサルタント(0) 取材(0)

その他(1)→学生

④ねなたの年代を数えて下さい。

20歳代( 1 ) 30歳代(0) 40歳代(6)

50歳代(6〉 60歳代(2) 70歳代( 1 )

そ。他お的さの点細事、ご記入ください,多

○発表、質疑応答を3分間ずつ時間を決めてくれていたので

内容も分かりやすくまとめられて良かった

"中間発表を聞いていないので、最終発表会で分かりにくい

部分があった

01年間、公開審査会から参加し、毎回学ぶことがあった。

また参加させてもらいたい

暮面白かった。みんな頑張っているということがよく分かる。

頑張っている人を見ると楽しい

○一般の人にもっと知ってほしい

"今回、参加者が少なかったのか残念

○プレゼンテーションのやり方の工夫、審査員のプレゼンテ

ーションの向上が必要

○まちづくりファンドのような助成事業の予算枠を増やして、

市民団体が取り組むきっかけが出てくれはよい

○審査貝の質問が分かりにくいこともあったので、もう少し

発表団体が話したらよいことの引き出しを図ったらよい

■ 「まちファン」の発行は大変内容が充実していて良い

○模造紙の発表は 見ている人に分からなければ何にもなら

ない(字が小さい、ゴチヤコテヤしている等)ので 発表

者側の考察が必要

営地域福祉の活動内容と発表の中身がズレていて、せっかく

の発表の場が残念であった

○運営委貝からの質疑で、活動の中身がより伝わった

○活動の問題点、課題をメインに話してくれた団体報告は、

為になった
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÷睦言

半
田
…
活
動
自
体
は
ど
の
団
体
も
本

当
に
素
晴
ら
し
い
で
す
。
助
成
の
趣

旨
に
合
う
か
ど
う
か
の
判
断
な
の
で
、

運
営
委
員
も
幸
い
で
す
よ
。

木
下
‥
助
成
が
な
い
と
活
動
が
で
き

な
い
と
い
う
の
は
、
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ

ン
ド
の
役
割
と
し
て
逆
効
果
に
な
り

ま
す
。

て
い
く
き
っ
か
け
に
な
っ

「

て
く
れ

半
田
…

合
い
が

し
い
で
す
ね
。
.

は
起
爆
剤
的

を
示
し
て
ほ
し
い

す
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

一
年
自
助
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
二
年

目
応
募
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

一
回
の
助
成
で
運
営
を
継
続
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
の
だ
と
考
え
れ
ば
、

良
い
こ
と
で
す
ね
。
例
え
ば

「
平
田

団
地
公
園
愛
護
会
」

の
よ
う
に
、
町

内
会
の
中
で
有
志
が
新
た
に
組
織
を

起
こ
し
て
活
動
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス

は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
一
回

目
の
助
成
に
よ
る
事
業
実
績
が
あ
っ

て
町
内
会
か
ら
の
経
済
的
な
支
援
に

つ
な
が
っ
た
、
と
い
う
の
は
成
果
だ

高知S(;G合意通訳クラブ

軍機局長 木下くみ子

り
ま
し
た
。
次
回
か
ら
は
申
請
書
頬
に
、

「
今
後
の
展
望
」

を
明
確
に
す
る
項
目

を
盛
り
込
む
な
ど
、
今
後
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
意
識
し
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

半
田
‥
・
活
動
し
た
い
人
が
気
軽
に
参

加
し
て
、
仲
間
づ
く
り
に
ま
で
発
展

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

山
噛
…
応
募
団
体
に
理
解
し
て
ほ
し

い
の
は
、
事
案
そ
の
も
の
や
分
野
で

優
劣
を
つ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
。
単
発
の
発
想
で
は
な
く
、

現
在
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
全

体
の
中
で
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
か
、
と
い
う
視
点
を
も
つ
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

第
一
回
最
終
発
表
会
を
終
え
て

副
運
営
委
貝
長
藤
塚

吉
浩

(
青
卿
大
学
助
継
投
)

第
一
回
最
終
発
表
会
を
終
え
て
、
四
つ
の
点
て

た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
が
目
に
見
え
る

形
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
「
平
田
団
地
公
園
愛

護
会
」

の
活
動
が
町
内
会
と
の
関
係
を
改
善
し
て

大
き
く
広
が
っ
た
こ
と
や
、
「
高
神
炭
焼
塾
」

の
方

が
神
田
小
学
校
の
児
童
を
招
い
て
体
験
教
育
を
し

て
頂
い
た
こ
と
、
「
第
一
回
大
高
坂
松
王
丸
祭
」

の

活
動
が
地
域
教
育
に
も
貢
献
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
の
よ
う
な
地
域
に
基
づ
く
活
動
が
大
き
な
影
響

力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
大
切

な
こ
と
で
す
。

二
つ
め
は
、
人
の
つ
な
が
り
を
活
性
化
し
た
こ

と
で
す
。
「
つ
ど
い
の
和
あ
ざ
み
の
」

の
活
動
が
多

く
の
グ
ル
ー
プ
の
方
に
い
ろ
い
ろ
な
影
響
を
及
ぼ

し
、
多
く
の
方
が
参
加
し
よ
う
と
さ
れ
た
こ
と
で

す
。
「
あ
さ
ひ
の
わ
」

の
方
が

「
本
官
川
の
水
辺
と

蛍
の
会
」

の
方
と
交
流
を
も
っ
て
、
ご
発
表
頂
い

た
ぐ
ら
い
、
人
の
つ
な
が
り
を
活
性
化
し
た
と
い

う
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。三

つ
め
は
、
い
ろ
ん
な
方
面
へ
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
「
高
知
こ
ど
も
の
図
書

館
」

が
、
学
校
か
ら
本
の
紹
介
を
し
て
は
し
い
と

い
う
依
頼
が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
「
ハ

ー
ト
・
リ
ン
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
活
動
に
よ

り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
簡
単
に
作
成
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
好
評
な
こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
影
響

が
、
こ
の
フ
ァ
ン
ド
か
ら
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

四
つ
め
は
、
そ
の
会
自
体
が
大
き
く
発
展
し
た
と

い
う
グ
ル
ー
プ
の
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
「
訪
問
理
美

容
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゆ
う
ゆ
う
」

の
活
動
が
広
が
り
、
「
ト

マ
ト
の
会
」

は
発
展
し
て
他
の
フ
ァ
ン
ド
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
喜
ば
し
い
結
果
も
あ
り

ま
し
た
。

た
だ
、
発
表
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
中
か

ら
課
題
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
「
は
っ
ぴ
ー
ね
っ
と
」
、

「
さ
わ
や
か
高
知
」
、
「
ゆ
う
き
リ
サ
イ
ク
ル
高
知
」

の
方
々
が
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
P
R
や
広
報
の

仕
方
が
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
で
、
そ
の
活
動
の
広

が
り
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
こ
と
で
す
。
P
R
の
方

法
に
つ
い
て
は
、
運
営
委
貝
も
一
緒
に
勉
強
さ
せ
て

頂
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
も
重
要
な
課
題
は
、
資
金
の
使
い
方
で
す
。
「
木

の
丸
の
里
愛
好
会
」

は
計
画
的
に
資
金
を
使
う
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
評
価
さ
れ
た
一
方
で
、
「
ト
マ
ト

の
会
」

は
使
い
方
が
難
し
か
っ
た
と
の
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。
資
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、
運
営

委
貝
も
十
分
に
勉
強
す
る
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
フ
ァ
ン
ド
を
受
け
た
活
動
が
当
該
年

度
だ
け
で
は
な
く
、
持
続
可
能
な
活
動
と
し
て
発
展

し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

中
に
は

「
高
相
炭
焼
塾
」

の
よ
う
に
炭
で
収
益
を

あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
れ
は
た
い
へ

ん
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
動
が

収
益
を
上
げ
る
く
ら
い
に
一
層
成
長
し
て
、
将
来
そ

の
収
益
の
一
部
を
、
こ
の
公
益
信
託
高
知
市
ま
ち
づ

く
り
フ
ァ
ン
ド
に
寄
付
し
て
い
た
だ
け
る
ぐ
ら
い
発

展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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交
流
が
は
じ
ま
っ
て
き
た

木
下
・
‥
最
終
発
表
会
に
参
加
し
て
、
「
は

じ
め
の
一
歩
」

コ
ー
ス

「
あ
さ
ひ
の
わ
」

の
方
が
、
「
本
官
川
の
水
辺
と
蛍
の
会
」

の
代
理
発
表
ま
で
さ
れ
た
こ
と
に
惑

勤
し
ま
し
た
。
ま
ち
フ
ァ
ン
を
き
っ

か
け
に
交
流
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

個
か
ら
組
織
と
な
り
、
組
織
同
士
の

交
流
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
ま
た
地
域

で
形
に
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
ま
ち

づ
く
り
の
始
ま
り
だ
と
思
い
ま
す
。

半
田
‥
他
の
助
成
制
度
と
比
較
し
て
も
、

こ
の

「
は
じ
め
の
一
歩
」

コ
ー
ス
は
、

活
動
を
起
こ
す
上
で
と
て
も
取
り
組

み
や
す
い
コ
ー
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

駿,
ま
た
、
こ
の

応
募
す
る

団
体
の
活

で
す
が
γ
そ
れ

期
待
で
き
る
若
い
力

半
田
…
二
年
目
の
応
募
に
つ
い
て
、

私
は
若
い
カ
が
出
て
き
た
と
い
う
印

象
を
も
ち
ま
し
た
。
「
地
域
に
関
わ
る
」

と
い
う
、
大
学
の
取
り
組
み
も
変
わ
っ

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

山
崎
…
活
動
を
今
後
に
と
う
つ
な
げ

る
か
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
出

す
こ
と
が
大
切
で
す
子
葉
今
度
以
降

開
閉

ど
う
す
る
か
を
う
ま
く
説
明
で
き

だ
け

「
ま
轟
一
一
卜
り
」

の
幅
の
広
さ

る
団
体
が
少
な
い

を
感
じ
ま

知
は
イ
ベ
ン
ト

て
い
ま
し
た
が
、

そ
こ
か
ら
人
と
の
出
会
い
が
生
ま
れ

て
く
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

山
噛
…
市
民
活
動
は
他
者
か
ら
の
評

価
に
慣
れ
て
い
な
い
の
で
、
否
定
さ

れ
た
よ
う
に
受
け
取
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
、
今
後
こ
う
い
う
塀
を
通
じ
て

慣
れ
て
い
く
と
良
い
で
す
ね
。

よ
う
に
思
い

ま
し
た
。

半
田
…
申
請
、

団
体
に
は
資
金
の
継
統
性
に

不
安
が
あ
る
団
体
も
あ
り
ま
し
た
。

学
生
は
軌
な
ど
生
活
環
境
か
変
一
∴

わ
る
中
で
二

圏
不
安
で
し
た
が
、
-

企
画
内
容
で
審
査

統
性
が

的
に
は

王
た

‾ ‾‾‾‾‾‾≡≡

地域にしっかり足かついた

活動をしている人たちがた

くさんいることに、簾きと

敵もしさを嬉しました.活

動は違えと、最知をもっと

よくしたいという思いは、

-緒。ファンドを通じてそ

んな同じ思いをもつ人たち

がつながっていけiま 高知

のまちづくりはもっともっ

と面白くなりそうです。

二重このl年間、日常生活から

具えてくるシーンを思い浮

かへ 関わってきましたが、

各団体の方から多くを学び、

まちづくりは人と人との出

会いが原点であると実感し

ました。まちづくりの小さ

な点が織となり、面となり、

災害時の安全安心なまちに

竃ずると越しました.

露営委細

海老塚和秀
(五台山竹縛寺住職)

運営委置

半田 雅典
(高知県ボランティア

NPOセンター)

露き委置

堀 洋子
( (社)喜卿簾霊義士食)

当初、はじめての試みに

期待と不安があり、まち

づくりにとって時間をか

けることの重要さを感じ

ました。 1年たち、肋成

された団体の活動に成果

が見られたことはたいへ

ん喜ばしく、微力ながら

もお手伝いできたことを

光栄に思います。

動運営委賀長

藤塚 吉海
(病知大学部持接)

亀吉し∴高知に来ることが

大変楽しみです。それは、

妻らづくりファンドに応

募する市民活動か極めて

最知らしさを持っている

からです。 「イベントが

好き」、 「思索型より行動

派」に、今回は「元気な

善吉が多い= が加わり

ました。

轟き壷賀長

卯月 笠夫
(書網田大学強震l

運菖委員をこの1年嫉めさ

せて頂き、改めてまちづく

り活動の厳しさとおもしろ

さを感じました.今後、ま

ちづくりファンドが、 ●’広が

りのめるまちづくり=人の

ネットワークづくり’’とい

う意味で、行動(継意)を

意義・継続につながるよう

な「まちづくり」のきっか

けの場になればと思います.

運営委員

玖波井加代子
(元よさこい裏如国体ひとりひとやく

ボランティアコーディネーター〉

運讐曇置

増田 和剛
(裏畑中・裏書手技徽輸)

露営重賞

木村 重来
(元最知市布民生活罰裏)

助成を受けられた皆さん

の一年の成果がお聞きで

きるのを楽しみにしてお

ります。はじめてのファ

ンド助成ですので、今後

「高知市まちづくりファ

ンド」をどのように進め

ていくかの参考にしたい

と思います.よろしくお

願いします。

……l
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公益信託「高知市まちつくIつファンド」 Iま「市民と行政のパートナーシッ

プのまうづくり条例」に基づき、まちづくり活動団体への助成を目的に、高

知市が四国銀行に3,000万円を出揃〈しゅつえん〉 して創設しました。助成

先は公開審査会で決定し、透明性の確保とともに、市民同士の交流や、まち

づくりの学びの場になることを目的としています。多くの人にまちつく引こ

関心をもってもらい、まちづくりに参加するきっかけとなるような運営を目

指しています。

榛式会社四国銀行

営業統括部 信粍担当

四国銀行では、 「高知市民の自主的なまちづくり活動を支接し

ていく」という信託設定の趣旨に沿って助成事業を行います.

受托舌としてファンドの管理・運営を行うことにより、まち

づくり活動の-端を追い、私たちみんなの大切な高知市をよ

り住みやすいまち、豊かな地域社会にしていくためのお手伝

いができるよう努めていきます。事業の実施に廃しましては、

市民グループのみなさまのご協力をお教い申し上げます.
達・ ‾、、言’`-i ▼∴・

寸 ▲ ㌧

e’国立, e

日田
喜田田園 寡聞 臆雪諏寒

雲耗害

軍畑市布民活論
サポートセンターの違讐主体

高知市市民活動サポートセンターで センターの運営や市

民活動を活性化する様々な事業を実施しています。皆榛の

思いの実現と、今後の活動を大いに活かすことができます

よう、まちづくりファンドの事務局をしっかり握っていき

たいと患います。市民活動に関することでしたら、いつで

もお気軽にご相鞍下さい。

堤ち女房アこ高苧
皆様がまちづくり活動を

支援する仕組みです。

まきづくりファンドの創股に当た

り、高知市から出拍(しゅつえん)

された3,000万円は、毎年取り

焦しながら的成していくことIこな

ります。少しでも永くまきづくり

ファンドが市民のまちつくI)活動

に活かせられるように、多くの曽

機のご寄付をお願いいたします。

裸式会社四国銀行
着意統括部 信耗担当

〒 780-8605

.青知市南はりまや町1丁目十1

:重電:088-823-21 11 (代表〉
‾

088-871 -2178 (直通)

欝恥:00-824-0431

市民に利用して頂き、市民活動の輪を広げようと、 1999年4月に高知市が般

直した施設です。運営を特定非営利活動法人「NPO高知市民会轍」が担ってお

iつ、ボランティアや市民活動に関する榛々な相談や情報の提供、活動に必要な

機器の利用や会議室の貸し出しにも応じています。仲間を広げたり、活動のお

知らせをする掲示板や団体が利用できるメールボックスもあります。活動の参

考になる講座等も開催していますので、お気軽にご着用ください。

誓す一 望垂 諾蓋監護
発 行 高知市市民活動サポートセンター

〒780-0862 高知市鷹匠町2丁目1-43 高知市たかじょう庁舎2階

TEL:088-820-1540 FAX:088-820-1665

E-mall : npokochi@slmlnkaigi,COm

【uR」】 http:〃www.slminkalgI.COm 趨園_大馴


